
他館新作情報　２０２１年２月
NO.タイトル 著者名 出版社 出版年時間

小説以外

1 思考中毒になる！ 齋藤孝著 幻冬舎 2020 4時間39分

2 ＫＧＢの男  冷戦史上最大の二重スパイ
ベン・マッキンタイアー著
小林朋則訳

中央公論新社 2020 24時間31分

3 海外旅行なんて二度と行くかボケ！！ わたしの旅ブックス　18 さくら剛著 産業編集センター 2019 5時間11分

4 ブロークン・ブリテンに聞け ブレイディみかこ著 講談社 2020 6時間1分

5 海底の支配者底生生物 世界は「巣穴」で満ちている 清家弘治著 中央公論新社 2020 3時間48分

6 言い訳 関東芸人はなぜＭ－１で勝てないのか 塙宣之著　中村計聞き手 集英社 2019 5時間21分

7 夫の後始末　続　今も一つ屋根の下で 曽野綾子著 講談社 2020 3時間42分

8 五十八歳、山の家で猫と暮らす 平野恵理子著 亜紀書房 2020 5時間25分

寝ても覚めても常に考え続ける「思考中毒」になれば、面白いほどにアイデアが湧き出てくる！　手帳に思考を記録する、自分の中に「もう一人
の自分」を持つ…。思考中毒になるための秘策を紹介する。

核戦争を回避させた老スパイは現在、英国で２４時間警護を受けながら、名前も身分も偽り、孤独な生活を送っている－。本人のインタビューと
ＭＩ６で工作に関わった面々の証言から、大胆にして危険極まりない諜報半生を辿る。

旅先での病気、現地人との交流、動物のトラブル…。旅とは１割のキラキラと９割の苦痛！　アメリカ、パキスタン、イラン、北朝鮮などを旅した
著者が「遭遇する確率が高いトラブル」を厳選し、悶絶エピソードを紹介する。

ＥＵ離脱、広がる格差と分断、コロナ禍…。英国在住の著者が、政治や経済、映画等、英国社会の様々な断片から、激動と混沌の現在を描い
た時事エッセイ。

地球の表面の７割を占める海底に穴を掘って暮らす底生生物。波乗りして移動する底生生物とは？　東日本大震災前後で三陸の海底生態系
に何が起きた？　巣穴研究の最前線に立つ著者が、底生生物の生態と海底の神秘を綴る。

Ｍ－１チャンピオン未経験ながら最年少審査員に抜擢された芸人・塙宣之（ナイツ）が、漫才を徹底解剖。「ツッコミ全盛時代」などの最新事情か
ら「ヤホー漫才」誕生秘話まで存分に語る。

８８歳の私に課されたのは、自分の後始末だ。果たして、死はそれほど恐ろしいか－。作家・曽野綾子が、夫・三浦朱門(みうら しゅもん)を看取って
からの３年間を綴る。

母を亡くして始めた山での暮らし。虫との邂逅、鳥の来訪、庭造り、厳冬ならではの妙。人気イラストレーター・平野恵理子が、四季を追いかけな
がら、ひっそり愉快に、ひとりを楽しむ日々を綴る。



9 ベスト・エッセイ　２０２０ 日本文芸家協会編 光村図書出版 2020 7時間50分

10 仕事本 わたしたちの緊急事態日記 左右社編集部編 左右社 2020 13時間13分

現代小説

11 楽園の烏 　八咫烏シリーズ　２－１ 阿部智里著 文藝春秋 2020 9時間55分

12 二百十番館にようこそ 加納朋子著 文藝春秋 2020 8時間48分

13 げいさい 会田誠著 文藝春秋 2020 9時間47分

14 膠着 スナマチ株式会社奮闘記 今野敏著 中央公論新社 2020 6時間28分

15 小箱 小川洋子著 朝日新聞出版 2019 6時間37分

16 できない相談 ｐｉｅｃｅ　ｏｆ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ 森絵都著 筑摩書房 2019 4時間13分

17 夜明けのすべて 瀬尾　まいこ著 水鈴社 2020 5時間55分

１９８６年１１月。新潟県から上京した美術予備校生は、多摩美術大学の学園祭で濃密な一夜を経験する…。現代美術界の鬼才が綴る、明るく
も切ない青春群像劇。

老舗糊メーカー・スナマチ株式会社は創業以来の大ピンチ。社運をかけて新製品開発を行うも、できあがったのは“くっつかない糊”！？　窮地
に陥った会社を救うべく、ふたりの営業マンの闘いが始まった！

ガラスの小箱には亡くなった子どもたちの魂が、ひっそり生きて成長している。孤独のさらに奥深くで冥福を祈る「おくりびと」たちを描く。第７３回
野間文芸賞受賞。

なんでそんなことにこだわるの？と言われても、どうしても譲れないことがある。誰もが持っている日常の小さなこだわり・抵抗を描いた、全３８編
の短編集。

ＰＭＳ（月経前症候群）でイライラが抑えられない美紗は、パニック障害で生きがいも気力も失っている山添に当たってしまう。だが、おせっかい
者同士のふたりは…。暗闇に光が差し込む、心に優しい物語。

ネトゲ廃人で自宅警備員の俺は、親に追放されるように離島での暮らしを始める。金銭面の不安解消のためにニート仲間を集めてシェアハウス
を営むうちに、人生が少しずつ広がってゆき…。

平成から令和へ－　メモリアルなこの年に、新聞や雑誌等に発表された数多くのエッセイの中から選りすぐった７７篇。

ひとつの仕事は誰かの生活につながり、その生活がまた別の人の仕事を支えている！　パン屋、内科医、校長など、緊急事態宣言が出される
中、コロナにも負けず働いていた様々な職業の人たち７７人の２０２０年４月の日記を収録。

「どうしてこの山を売ってはならないのか分からない限り、売ってはいけない」　資産家の養父から相続した山には、信じがたい秘密が隠されて
いた－。「弥栄の烏」から約２０年後の山内を描く。八咫烏シリーズ第２部開始！



18 赤ずきん、旅の途中で死体と出会う。 青柳碧人著 双葉社 2020 8時間6分

19 狐火の辻 竹本健治著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 6時間27分

20 隣はシリアルキラー 中山七里著 集英社 2020 8時間3分

21 かきあげ家族 中島たい子著 光文社 2020 6時間41分

22 滅びの前のシャングリラ 凪良ゆう著 中央公論新社 2020 10時間

時代小説

23 帰って来た刺客 栄次郎江戸暦　２４ 小杉健治著 二見書房 2020 6時間18分

24 偽計 禁裏付雅帳　１１ 上田秀人著 徳間書店 2020 6時間4分

25 商武の絆 おれは一万石　１４ 千野隆司著 双葉社 2020 6時間58分

26 八丁堀の忍　４　隻腕の抜け忍 倉阪鬼一郎著 講談社 2020 5時間30分

松平定信が発布した棄捐令で大損害を被った札差をはじめ、商人が武士に対する貸し渋りをはじめた。財政立て直しの切り札に、高岡河岸に
新たな納屋を建てるべく金を借りた正紀だったが…。おれは一万石シリーズ第１４弾。

裏伊賀の黒幕は南町奉行・鳥居耀蔵だった。南町奉行所の隠密廻り同心は若隠居を決意。彼の道場を手伝うことになった主人公だが、新たな
刺客が現れ…。

「近年の精勤を賞し、二百石のご加増を賜る」そう告げられ、東城鷹矢は驚愕した。禁裏付の職にありながら老中に盾突いた身。罠が仕掛けら
れているのを覚悟の上で、鷹矢は江戸へ向かう。道中、次々襲い来る刺客。鷹矢は無事江戸に辿り着くことができるのか。

森の中のお菓子の家。走り抜けるカボチャの馬車。お城で、眠り続けるお姫さま。次から次へと起きる事件を赤ずきんがスッキリ解決！　世界
の童話を密室などミステリのテーマで読み解く作品集。

雨のなかで、湯河原の温泉旅館街で、起きた交通事故。郊外の事故では被害者が消え…。ＩＱ２０８の棋士・牧場智久が登場。「涙香迷宮」の流
れを汲むサスペンス・ミステリ。

深夜、隣の部屋から何かを切断しているような音が聞こえてくる。近所では死体の一部が発見された。主人公は隣人が犯人ではと疑い…。ホ
ラーミステリー。

スランプ中の映画監督の元にいい年した子供達が次々出戻った。図らずも一家集結したある日、家宝の脚本がなくなり…。家族と向き合う、笑
いと涙の物語。

１ケ月後、小惑星が地球に衝突する。滅亡直前の世界で「人生をうまく生きられなかった」４人が見つけた光とは。初回限定特別付録のスピンオ
フ短編「イスパハン」も収録。

必ず喉を一刀で斬殺。１０年前と全く同じ手口で幕府の徒目付らが斬られた。奉行所が「闇太郎」と呼んだ殺し屋が再び動きだした？　田宮流抜
刀術の達人で三味線の名手・栄次郎は、現場で賊と対峙し…。



27 寄り添い花火 薫と芽衣の事件帖 倉本由布著 早川書房 2020 7時間9分

28 偽の仇討 闇御庭番　６ 早見俊著 光文社 2020 7時間2分

29 わるじい慈剣帖　４ ばあばです 風野真知雄著 双葉社 2020 4時間20分

30 琉球の舞姫 剣客大名柳生俊平　１４ 麻倉一矢著 二見書房 2020 6時間31分

31 白星にぎり 神田まないたお勝手帖 槙あおい著 双葉社 2019 5時間26分

32 はないちもんめ夏の黒猫 はないちもんめ　４ 有馬美季子著 祥伝社 2019 8時間14分

33 提灯奉行 浅き夢みし 和久田正明著 小学館 2019 6時間51分

34 守教　上 帚木蓬生著 新潮社 2020 11時間29分

海外小説 ヤマダ,ラン

35 その裁きは死
アンソニー・ホロヴィッツ著
山田蘭訳

東京創元社 2020 14時間13分

札差の娘にして岡っ引きの薫と、同心の娘なのに薫の下っ引きをする芽衣はともに１５歳。ある日、芽衣が長屋の前に捨てられた赤子を見つ
け、２人で親捜しを始めると、長屋の夫婦が育てたいと申し出てきて…。

将軍直属の闇御庭番・菅沼外記配下の真中正助は、同じ道場に通う手練れの使い手だった持田が仇討ちされたことに疑問を持つ。実はこの
仇討ちには、持田の郷里である諫早藩を巡る、巨大な陰謀が絡んでいて…。

長屋の二階から忽然と消えたエレキテル。あんな大きなものがどうやってと、北町奉行所の与力も元目付の愛坂桃太郎も呆然とする。かわいい
孫の桃子に何かあってはいけないと桃太郎は調べを進める。シリーズ第四弾。

将軍吉宗のもとに島津継豊から届けられた“黄金の瓢箪”。金座の後藤庄三郎に、琉球の金細工師と舞姫を送り込んだが、小判製造の傍ら黄
金の製品も造り出しているという。影目付・柳生俊平は、吉宗から庄三郎探索を命じられ…。

神田鍋町の飯屋の看板娘・おはるは頑固一徹な料理人の父と２人暮らし。父の料理は素朴だが、不思議と毎日食べても飽きないのが売り。店
は常連客で賑わうが、おかしな事件や揉め事も舞い込んできて…。

花火が上がり川開きとなった両国。女三代が営む料理屋「はないちもんめ」も、うろうろ舟に弁当を仕出しし大忙しだ。そこへ常連の同心たちが
またもや難事件を持ち込む。大の大人が６名、舟遊びに出たまま行方不明となり…。

将軍家斉の正室と密かに想いを寄せ合う提灯奉行。彼女の実父が捕縛され、事件の背後には彼女の命を狙う闇の一族の気配があった。シ
リーズ完結編。

百姓たちは、苦しい日々を生き抜くためにキリシタンになった。なにかが変わるかもしれないという、かすかな希望。ときの権力者たちも、祈るこ
とを奨励した。しかし…。戦国期から開国までの、キリシタン通史。

実直さが評判の弁護士が殺害された。現場の壁にはペンキで乱暴に描かれた数字“１８２”。作家のわたし、アンソニー・ホロヴィッツは、元刑事
の探偵ホーソーンによって奇妙な事件の捜査に引きずりこまれ…。犯人当てミステリ。



36 ただの眠りを
ローレンス・オズボーン著
田口俊樹／訳

早川書房 2020 11時間34分

フィリップ・マーロウも７２歳。探偵はとっくに引退、ホテルのテラスでマルガリータを飲み、カードを楽しむ日々を送っている。保険屋を名乗る怪し
げな男たちの依頼で十年ぶりに仕事に復帰するが、なぜ今になって彼に仕事が…。新鋭が描く、１９８８年のマーロウ譚。


